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本
部
役
員
会
メ
モ 

本
年
度
本
部
役
員
会
も
４
回
目
に
な

り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

色
々
な
意
見
・
問
題
点
・
提
案
な
ど

が
あ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
常
務
役
員
の
課
題
と
主
担
当 

 

定
期
総
会
で
の
懸
案
事
項
な
ど
に

つ
い
て
常
務
役
員
の
主
担
当
が
決
定

し
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

①
自
治
会
法
人
化
検
討
（
担
当
・
川

合
副
会
長
）
自
治
会
法
人
化
お
よ
び

共
同
所
有
者
名
義
に
関
し
、
６
月
に

藤
原
会
長
・
川
合
副
会
長
が
市
役
所

市
民
相
談
室
を
訪
問
し
司
法
書
士
の

意
見
を
聴
い
た
。 

そ
の
他
の
課
題
と
主
担
当
は 

②
内
部
留
保
金
の
適
正
化
（
会
長
、

副
会
長
）
③
未
納
会
費
会
計
処
理
の

ル
ー
ル
作
り
（
田
村
副
会
長
） 

④A
ED

の
導
入
（
西
田
地
区
長
・
福

祉
部
）
⑤
班
再
編
成
（
各
区
地
区
長
） 

⑥
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
（
杉
原
副
会

長
・
防
犯
部
）
⑦
什
器
類
リ
ス
ト
見

直
し
（
田
村
副
会
長
）
⑧
日
東
バ
ス

運
行
ダ
イ
ア
の
適
正
化
（
会
長
） 

⑨
他
地
区
と
の
交
流
（
会
長
） 

 

市
役
所
へ
の
申
請 

藤
原
会
長
・
川
合
副
会
長
が
６
月

市
役
所
に
出
向
き
申
請
し
ま
し
た
。 

①
地
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
▽

老
巧
し
た
一
箇
所
は
更
新
が
認
め
ら

れ
近
く
設
地
予
定
。
ミ
ラ
ー
２
基
の

増
設
申
請
は
基
準
を
満
た
さ
な
い
と

い
う
理
由
で
却
下
さ
れ
た
。 

②
バ
ス
通
り
ベ
ン
チ
増
設
の
件
▽
休

息
用
の
ベ
ン
チ
を
増
設
す
る
件
は
承

認
さ
れ
た
。 

 

ピ
ュ
ア
へ
の
会
館
提
供
を
停
止 

健
康
食
品
等
の
販
売
会
社
「
ピ
ュ

ア
」
に
自
治
会
館
の
一
室
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
東
京
都
か
ら

営
業
停
止
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
ま

ま
会
館
を
提
供
す
る
の
は
好
ま
し
く

な
い
と
判
断
し
、
７
月
か
ら
提
供
し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

各
丁
目
活
動 

１
丁
目
▽
班
の
再
編
成
に
つ
い
て
検
討

中
●
３
丁
目
▽
自
治
会
の
補
助
金
を

受
け
、
足
場
パ
イ
プ
を
使
っ
た
恒
久
的

な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
１
箇
所
製
作

●
４
丁
目
▽
昨
年
に
引
き
続
き
「
夏

休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」
実
施
の
予
定
。 

 

専
門
部
活
動 

防
犯
部
▽
６
月
に
「
桜
台
防
犯
だ
よ

り
」
を
創
刊
し
回
覧
。
今
後
も
計
画

的
に
発
行
す
る
予
定
●
福
祉
部
▽

A
ED

講
習
会
に
参
加
（
６
月
）
●
広

報
部
・
福
祉
部
共
催
▽
「
消
費
者
自

立
支
援
講
座
（
高
齢
者
を
狙
う
悪
質

商
法
）
」
を
７
月
に
開
催
●
夏
祭
り
委

員
会
▽
夏
祭
り
開
催
に
向
け
盆
踊
り

の
練
習
中
。
ま
た
、
提
灯
・
模
擬
店
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
中
。 
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防
災
部
の
活
動
紹
介 

 

本
年
度
の
防
災
部
活
動
計
画
は 

① 

防
災
機
能
強
化 

② 

防
災
意
識
の
高
揚 

③ 

防
災
訓
練
の
実
施 

④ 

消
火
器
点
検 

が
主
な
内
容
で
す
。 

 現
在
、
我
々
は
総
勢
１
９
名
で
こ

れ
ら
の
課
題
を
一
致
協
力
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。 

４
月
の
部
会
で
は
初
回
に
も
か
か

わ
ら
ず
積
極
的
で
前
向
き
な
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
い
え
ま

す
が
、
見
た
目
以
上
に
力
強
い
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
助
と
共
助
を
両
立
さ
せ
て
自
治

会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
自
主
防
災
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

み
ん
な
見
か
け
に
よ
ら
ず
気
は
や

さ
し
い
の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽

し
い
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て

き
た
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

先
ず
５
月
に
は
消
火
器
点
検
を
行

い
ま
し
た
。（
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
部
会
活
動
の
中
に
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
） 

２
丁
目
で
１
本
紛
失
が
あ
り
ま
し

た
が
、
他
は
全
て
良
好
で
問
題
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
不
足
数
は
既
に
充

当
済
で
す
。
ま
た
２
丁
目
に
は
新
た

に
３
箇
所
増
設
し
て
い
ま
す
。 

 
 

必
要
分
は
全
て
正
常
で
す
。 

使
用
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

  
 

６
月
は
防
災
意
識
の
高
揚
の
一
環

と
し
て
防
災
講
習
会
「
家
庭
防
火
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
市
原
市
消
防
局
火
災

予
防
課
よ
り
講
師
を
迎
え
て
自
治
会 

館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

前
年
度
の
火
災
報
知
器
設
置
推
進

活
動
に
沿
っ
た
内
容
も
含
め
て
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
実
務
を
踏
ま
え
た

臨
場
感
の
あ
る
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
の
防
災
活
動
に
活

か
せ
る
大
変
貴
重
で
有
意
義
な
機
会

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
か
っ
た

と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
 

                 
 

こ
れ
か
ら
は
８
月
の
夏
祭
り
へ
の

協
力
支
援
、
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参

加
及
び
他
課
題
の
積
極
推
進
に
取
り 

組
ん
で
ま
い
り
ま
す 

今
後
と
も 

我
々
の
生
活
の
基
盤

を
確
実
に
守
る
べ
く
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
（
桑
原
） 

熱心に聴く 顔・顔 

講
師
の 

伊
藤
さ
ん
と
酒
巻
さ
ん 

消
火
器
点
検
は 

こ
う
や
っ
て
・
・
・ 

消火器点検風景 
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民生委員は児童委員を兼務し、主な活動は､ 

困った問題の解決に向けての関係機関への 

｢つなぎ役｣を果たす事です｡勿論､守秘義務 

により秘密は守りますのでご安心ください。 

①高齢者が抱える色々な問題の相談や心配事 

などの相談相手。 

②乳幼児を抱える親との相談や援助。 

③高齢者(一人暮らし)への｢見守り｣などの活動。 

民生委員の仕事 民
生
委
員
を 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

○問題が起こったときには、 

「まずは地域の相談相手民生委員へ」 

お近くの民生委員へ気軽にお声をかけてください｡ 

○ご協力ください 

この様な住民の抱える問題を解決するポイントは､

｢早期の気づき・早期の対応｣が大切です。どうぞ 

日頃お気づきの事がありましたらご一報･ご協力のほ

どよろしくお願い致します。 

民生委員及び自治会からのお願い 

 

地域の人達が安心して暮らす為に､生活に関する相談に 

応じ､助言その他の援助を行っています。 

主に相談に応じている方は、要保護世帯・高齢者世帯(一人

暮らし)・障害者(世帯)・母子家庭などですが、それ以外の住民

の方でも気軽にご相談できます｡ 

 

桜台でも民生委員が活躍しています 

 
民生･児童委員/1･2丁目担当/荒金 新一さん/66-4920 
      〃     /3丁目担当/原 行宏さん/66-7350 
      〃     /4丁目担当/坂井眞由美さん/66-7863
主任児童委員/有秋地域担当/藤田富紀子さん/66-5900 

 

桜台の民生委員 

 

①おれおれ詐欺･家庭内暴力などのトラブル・事件・事故で 

緊急を要しない通報は､市原警察署生活安全課 41-0110 番へ 

緊急を要する通報は、110 番へ 

②子育て相談･児童虐待などは､市役所こども福祉課 23-9802 番へ 

③消費生活に関する相談、悪質商法などの被害にあったときは 

市原市消費生活センター 21-0844 番へ 

その他専門的な相談先 
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桜
台
倶
楽
部
（
旧
桜
台
長
寿
会
） 

①
第
２
、
４
（
月
） 

②
自
治
会
館

別
館 

③
月200

円 
 

④
和
田
幸
三
郎(66-2553) 

 

⑤
桜
台
居
住
の
６
０
歳
以
上
の
男
女

約
６
０
名
が
、「
皆
と
一
緒
に
、
笑
い

を
！
笑
顔
を
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会

合
・
旅
行
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
。 

 

盆
踊
り
練
習
会 

①
毎
年
５
月
、
６
月
の
第
２
、
４(

土) 

午
後
、
７
月
は
毎
週
（
土
）
午
後 

 

②
自
治
会
館 

③
無
料 

④
山
口
高

正 (66-1341

、
自
治
会
館) 

 

⑤
桜
台
夏
祭
り
の
盆
踊
り
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
練
習
。
一
秀
会
の
中
島

先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
市
原

市
民
祭
を
皮
切
り
に
有
秋
台
、
泉
台

な
ど
近
隣
の
夏
祭
り
に
も
参
加
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

桜
台
Ｇ
ク
ラ
ブ 

①
毎
週
２
回
（
火
、
金
）
時
刻
は
不

定
期 

②
桜
台
中
央
公
園 

③
月

200

円 

④
本
谷
秀
弥
（66-0607

） 
 

⑤
中
央
公
園
で
樹
木
の
空
間
を
利
用

し
、
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

毎
月
始
め
に
前
月
の
練
習
結
果
を
反

省
し
な
が
ら
食
事
会
。
春
、
秋
に
は

一
泊
二
日
の
旅
行
を
兼
ね
て
大
会
。 

 
桜
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

①
毎
週
・
午
前 

②
会
館
隣
接
テ
ニ
ス

場
（
日
）
、
市
営
椎
津
テ
ニ
ス
場
（
土
） 

③
練
習
日
に
ボ
ー
ル
代
金200

〜400

円 

④
齊
藤
武
雄(66-5884)  

 trm
k2179@

alto.ocn.ne.jp
 

 

⑤
昭
和
５
６
年
に
発
足
。
今
年
度
の
市

原
市
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
で
優
勝
。
現
在
、

男
性
１
６
名
、
女
性
６
名
。
基
礎
練

習
・
実
戦
形
式
の
練
習
。
会
員
は
高
年

齢
化
し
て
お
り
、
若
い
人
を
募
集
中
。 

 

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
「
ア
ナ
ベ
ル
」 

①
毎
週
（
木
、
土
）
午
前 

②
会
館

隣
接
テ
ニ
ス
場 

③
入
会
金1,000

円
、
月200

円 
 

④
朝
廣
紀
夫(66-3597) 

 

⑤
健
康
増
進
が
目
的
。
現
在
約
２
０

名
。
現
在
、
新
規
加
入
の
募
集
は
し

て
い
な
い
。 

 

野
球
同
好
会
（
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ー
イ
ズ
） 

①
毎
週
（
木
）
午
前 

②
中
央
公
園

グ
ラ
ン
ド 

③
月 500

円 
 

④
木
村
英
正(66-0546) 

  

⑤
桜
台
自
治
会
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

仲
間
が
親
睦
と
体
力
の
維
持
増
強
を

目
的
と
し
た
同
好
会
。 

 

桜
華

お
う
か

会
（
ゴ
ル
フ
） 

①
年
４
回
コ
ン
ペ
開
催
（
１
、
４
、

７
、
１
０
月) 

②
近
隣
ゴ
ル
フ
場 

③
月1,000
円
（
女
性
会
員500

円
） 

（
賞
品
代
に
充
当
） 

 

④
会
長
・
阿
南
清(66-0865)

、
副
会

長
・
田
村
肇(66-2585) 

 

⑤
会
員
の
健
康
増
進
、
親
睦
を
計
る

事
を
目
的
に
昭
和
６
２
年
に
発
足
。

現
在
の
会
員
数
は
３
０
名
（
男
性
２

５
名
、
女
性
５
名
）
。 

 

桜
台
気
功
ク
ラ
ブ 

①
第
１
、
２
、
３
（
水
）
午
前 

②

自
治
会
館 

③
月1,000

円 
 

④
瀬
川
義
成(66-1246) 

⑤
気
功
に
は
硬
気
功
と
軟
気
功
が
あ

り
、
軟
気
功
に
は
、
内
気
功
と
外
気
功

が
あ
る
。
「
当
ク
ラ
ブ
は
内
気
功
で
あ

り
、
健
康
増
進
、
病
気
予
防
に
役
立

つ
」
と
い
う
。 

 

健
康
体
操
教
室 

①
初
心
者
ク
ラ
ス
・
毎
週
（
火
）
午

前
。
中
級
者
ク
ラ
ス
・
毎
週
（
金
）

午
前 

②
自
治
会
館 

③
月2,500

円 

④
加
藤
理
恵(62-9569

、12:00

か
ら
受
付) 

 

⑤
介
護
の
い
ら
な
い
健
康
・
体
力
づ
く

り
を
目
的
に
、
男
女
を
問
わ
ず
８
０
歳

以
上
の
方
も
楽
し
く
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ

桜
台
の
サ
ー
ク
ル
・習
い
事 

①
開
催
時
期 
②
場
所 

③
会
費 

④
連
絡
先 

⑤
活
動
内
容 
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し
て
い
る
。
現
在
、
定
員
枠
一
杯
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

オ
カ
リ
ナ
同
好
会
「
ア
ナ
ベ
ル
」 

①
月
１
回
第
３
（
木
）
午
後 

②
自

治
会
館 

③
な
し 

 

④
朝
廣
紀
夫(66-3597) 

 

⑤
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
「
ア
ナ
ベ
ル
」
の

有
志
が
練
習
・
演
奏
を
楽
し
ん
で
い

る
。
特
に
指
導
者
は
い
な
い
。 

 

オ
カ
リ
ナ
さ
く
ら 

①
第
２
、
４
（
火
）
午
前 

②
自
治

会
館 

③
月2,000

円 

④
野
田
優

紀(66-8372) 
 

⑤
和
や
か
な
雰
囲
気
の
レ
ッ
ス
ン
。

オ
カ
リ
ナ
独
特
の
柔
ら
か
い
音
色
を

楽
し
ん
で
い
る
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

藤
の
か
ご
を
編
む
会 

①
第
２
、
４
（
金
）
午
前 

②
自
治

会
館 

③
２
か
月
で2,300

円 

④

菅
真
知
子
（66-5351

）
、
岡
崎
和
子

（66-0216

） 

⑤
藤
・
あ
け
び
・
つ
づ
ら
藤
・
バ
ゴ

バ
ゴ
で
か
ご
・
花
・
動
物
な
ど
を
編

ん
で
い
る
。 

 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室 

①
毎
週
（
月
）
一
部
・
午
前
。
二
部
・

午
後 

②
自
治
会
館 

③
花
代
の
実

費 

④
和
気
直
美
（66-5133

） 

⑤
テ
キ
ス
ト
を
使
い
基
本
デ
ザ
イ
ン

や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

千
扇
流
一
秀
会
（
新
舞
踊
の
会
） 

① 
②
自
治
会
館
・
毎
週
（
水
、
木
、

土
）
午
前 

。
ア
ネ
ッ
サ
・
毎
週
（
金
）

午
前
。
有
秋
公
民
館
・
毎
週
（
火
）

午
前 

③
有
料 

④
中
島
美
枝
子(66-6446) 

 

⑤
「
市
原
民
謡
協
会
」
に
属
し
、1

年
に
３
回
、
市
原
市
民
会
館
で
発
表
。

夏
は
市
原
祭
り
に
参
加
し
桜
台
の

方
々
と
練
り
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 

⑱
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ワ
イ
キ
キ 

①
第
１
、
３(

水)

午
後 

②
自
治
会

館 

③
月2,000

円 
 

④
梶
玲
子(66-6640) 

 

⑤
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
、

フ
ラ
の
練
習
。
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
出
演
を
予
定
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
５
０
〜
７
０
歳
代
の
５
名
。 

 

西

謡

せ
い
よ
う

会 

①
、
②
謡
・
毎
月
第
１
、
２
、
３
（
木
）

午
後
、
西
山
宅
。
仕
舞
・
毎
月
第
１
、

２
、
３
（
金
）
午
後
、
自
治
会
館 

 

③
月3,000

円 
 

④
西
山
哲
子(66-8208) 

 

⑤
謡
曲
・
仕
舞
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
練
習
。「
声
を
出
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
」
が
合
言
葉
・
テ
ス
ト
入

会
も
で
き
る
。 

 

お
こ
と
ク
ラ
ブ 

①
第
１
、
２
、
３
、
４
（
木
）
午
前 

②
自
治
会
館 

③
月3,000

円 

④
桜
井
圭
子
（66-1274

） 

⑤
お
琴
の
練
習
。
現
在
、
女
性
３
名
。 

 
大
正
琴
の
会
「
フ
レ
ン
ズ
」 

①
毎
月
第
２
，
４
（
水
）
午
後 

②
自
治
会
館 

③
月3,000

円 
 

④
石
坂
ひ
ろ
子
（66-0549

） 

⑤
童
謡
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
。
現

在
会
員
８
名
。
春
に
は
発
表
会
（
千

葉
市
で
他
教
室
と
合
同
）
が
あ
る
。 

 

桜
台

麻

雀

ま
ー
じ
ゃ
ん

同
好
会 

①
月
１
回
（
土
）
ま
た
は
（
日
） 

 

②
自
治
会
館 

③
１
回650

円
（
賞

品
代
な
ど
に
充
当) 

 

④
東
城
宏
三(66-5237) 

 

⑤
麻
雀
は
、
年
齢
・
男
女
区
別
の
な

い
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
と
い
わ
れ
、
脳
老

化
防
止
を
目
指
し
、
手
作
り
の
麻
雀

卓
で
４
回
戦
。
メ
ン
バ
ー
は
６
０
歳

代
か
ら
８
０
歳
代
。 

★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

公
文
式
桜
台
教
室 

①
毎
週
月
、
木14:00

〜19:00
 

②

自
治
会
館 

③1

教
科
に
つ
き
、
園

児
・
小
学
生6,300

円
、
中
学
生7,350

円
、
高
校
生
以
上8,400

円 
 

④
時
田
礼
子(0438-22-5668, 

090-1602-0604) 
 

⑤
公
文
式
に
よ
る
学
習
指
導
。
幼
稚

園
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
生
徒
が
プ

リ
ン
ト
に
よ
る
個
人
別
の
学
習
。 
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問い合わせ及び申し込み先 

● 婦人会代表 

木浦喜久子 

℡ 0436-66-1870 

● 桜台自治会館 

℡ 0436-66-1341 

楽しい仲間と 
一緒に活動して

見ませんか 

７月の特別メニュー（バイキング） 食後のお楽しみゲーム（福笑い） 

 

■定例会：奇数月第一水曜日（自治会館) 午前 10時から 

■食事会：原則として毎月第三火曜日（自治会館） 

      70歳以上の方を対象にして手作りの食事会をして、食後には歌を唄った

り、手芸、ゲームなどをしたりと楽しいひと時を過ごしています。 

■研 修：適宜実施 ※会員の親睦を兼ねたバス研修等も実施しています。 

■行 事：年一回食事会の皆さんとバス旅行･暑気払い・クリスマス会など 

■その他：毎月一回婦人会便りを配布しています 

活 動 内 容 

《今までの活動模様の一例》 

私達桜台婦人会は、“出来るときに出来ること”をするという自発的な活動をモッ

トーに、お年寄りとの地域コミュニティづくりをめざして発足し８年目になりまし

た。 
私達の活動は、食事会を通じて思いやり習慣が地域に根ざすことを願い活動をして

います。地域の人との触れ合いを持つことにより、仲間が出来、会話が広がり社会と

のつながりが出来てお年寄りの孤独感の解消や安否の確認など、支えあう地域社会作

りに少しずつではありますが活動の幅も広がってきました。限られた予算の中で、季

節感の楽しめる食材を献立に取り入れお食事膳のお品書きを相談することは仲間た

ちにとっても楽しいひとときです。今後は食品衛生管理の勉強などもして行きたいと

思っています。 
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メ モ 欄 
広報誌の感想・提案・要望など自由にお書き下さい。 

自治会への提案・要望など自由にお書き下さい。 

広報部では、会員の皆様にじゅうぶん読んで頂くために、広報誌

の全戸に配付したいと思っています。そのために、広報誌に広告を

入れることも検討しています。広告掲載是非についてもご意見をお

願いします。 
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生
活
環
境
部
の
活
動
紹
介 

 

今
年
の
花
一
杯
運
動 

 

関
東
地
方
は
入
梅
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
六
月
の
第
一
週
、
二
週
、
三
週
と
晴
天

に
恵
ま
れ
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
生

活
環
境
部
と
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
合
同
で
バ
ス
通
り
の
街
路
樹
下
を
耕

し
て
花
を
植
え
ま
し
た
。 

           

今
年
は
五
種
類
の
花
と
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ア
ジ

サ
イ
合
計
二
百
五
十
株
余
り
を
九
七
箇

所
に
植
え
ま
し
た
。 

百
株
植
え
た
ユ
リ
オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
は
冬

咲
き
の
宿
根
草
で
す
。 

花
は
も
う
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

晩
秋
に
は

ま
た
黄
色

い
花
を
咲

か
せ
て
く

れ
る
筈
で

す
。 他

に
、

ガ
ザ
ニ
ア
、

ポ
ー
チ
ュ

ラ
カ
、
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
な
ど
を
植
え
ま
し

た
。 株

が
育
っ
て
数
年
後
に
は
足
を
止
め
て
見

て
頂
け
る
よ
う
な
見
応
え
の
あ
る
植
え
込

み
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

バ
ス
通
り
の
植
込
み
は
全
部
で
約
三
百

箇
所
。
花
一
杯
の
町
に
な
る
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。 

暑
い
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

最
後
に
、
植
込
み
は
犬
の
ト
イ
レ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
後
始
末
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
文
・
江
田
昭
）  

                         

編
集
後
記 

自
治
会
で
は
８
専
門
部
が
活
動
し
て

い
る
。
今
回
は
防
災
部
お
よ
び
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
る

生
活
環
境
部
を
紹
介
し
た
▼
昨
今
、
政

治
や
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
少

子
高
齢
化
と
社
会
保
障
の
問
題
が
あ
る
。

私
た
ち
の
身
近
に
は
福
祉
関
係
に
携
わ

る
民
生
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
活

動
を
紹
介
し
た
▼
桜
台
団
地
も
団
塊

世
代
の
方
が
リ
タ
イ
ア
ー
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

団
地
内
に
あ
る
サ
ー
ク
ル
情
報
が
ほ
し

い
と
い
う
声
を
聞
き
、
予
定
外
の
「
サ
ー

ク
ル
・
習
い
事
」
を
企
画
し
た
▼
「
サ
ー
ク

ル
・
習
い
事
」
に

掲
載
し
た
グ
ロ
ー

ブ
の
イ
ラ
ス
ト
お

よ
び
本
欄
の
風

鈴
の
イ
ラ
ス
ト
は

２
丁
目
の
相
馬

明
子
さ
ん
の
作
品
▼
本
年
度
第
１
号
の

広
報
誌
は
、
文
書
を
縦
書
き
に
し
た
が
、

綴
じ
方
を
間
違
い
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
▼
本
号
の
編
集
担
当
は
南
里
、
野
田
、

山
田
、
辻
、
中
野
、
荒
木
、
森
田 

小さな手で応援 
してくれました 


